
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運動会の取り組みが行われて２週目になりました。それぞれに、子ども達が 

運動会に向かって活動しています。１年生の廊下には、「運動会に向けて身につ 

けたい力」が貼られています。「①話の上手な聞き方、②いいところを見つける、 

③強い気持ちとやさしい気持ち」の３つをめざしているようです。 

４年生の教室では「ソーラン」で使う旗のデザインについて話し合われてい

ました。先生はいません。後ろやはたまた廊下の窓越しに見ています。ときお

りアドバイスをしながら子ども達の話し合いを見守っておられるのでした。 

また、教室や廊下には赤

白各組の応援練習計画が

貼られています。よく見る

と、それぞれが違う計画に

なっています。白が練習する日に赤は休みに

なっていたりします。今年度は、各学年の取

り組みや自由に使える時間も確保するために、

赤白が申し合わせて練習回数を決めたのだそ

うです。そして、いつ何をやるかは赤白の応

援リーダーが決めました。 

このように、練習だけでなく、どのように

取り組むのかという「めあて」や「話し合い」

も、よりよいものを“創る”大切な取り組み

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会スローガン『進』 
・進んでみんなのために働く 

・進んで協力する 

・みんなで前に進む 

・進化していいものになる 

運動会スローガン 

「進」 

 

水 緒 
「知徳の方向 あやまらず 進め」 

第 １３７３号 

（令和３年度 第８号） 

洋野町立種市小学校 

令和３年５月２５日 

児童数 ２３９名 

２４日（月）、“２回目にして最後”の全体練習が行われ、応援合戦も行ってみました。試しに採点をし

てみたら、３対０で赤の勝ち。今時点での結果ということでしょう。でも、声の大きさは同点ぐらい、応援

リーダーの指示も同点くらい。点数ほどの差はありません。強いて言えば、リーダー指示を聞いての一人一

人の動きに少し差があったようです。また、次から次へと応援を繰り広げるテンポやスピードもさらに工夫

できそうです。 

見ていらした森岩先生が、「よく１週間でここまで仕上げてきました。」とおっしゃいました。あと１週間。

さらにどこまでできるか楽しみです。 

 



 

 

 

 

 

６月１６日（水）に種市をオリンピックの聖火リレーが通過するのだそうです。聖火リレーを応援す

るために、海の子ブラスに出演要請がありました。新型コロナの影響で今後が見通せない状況ですが、 

・安全対策を具体的に講じていただくこと（観客や外部の方との接触を避けること、ブラスメンバー 

同士の間隔をとること） 

 ・安全対策を保護者にもお伝えし参加の同意を得た上での参加になること 

 ・メンバーの参加が少なく合奏ができない場合などは辞退することもあること 

を実行委員会に了解いただいています。滅多にないチャンスでもありますが、一方コロナの心配もあり

ますので、今後の状況を見ながら進めていきます。 

 

 

 

 

朝の登校時の、子どもの安全についてのお願いです。子どもを送って車で入って来られるときに、下 

の図のように、駐車場の手前で子どもを降ろすようにお願いします。 

 

 

駐車場に駐車して子どもだけ降ろすのは、 

・他の車がバックで駐車するため、歩道側にいる子どもが見えづらく危険だと思われます。 

・後ろから来る車が多く混雑や事故のリスクが高まります。 

※学校に用事があって駐車場に停めた場合は、おうちの方が子どもと校舎まで一緒に来てくださる

など安全に気をつけてお願いします。 

 

 

・降りた後、歩道への横断歩道もなく、次々に車が来て危険です。 

 

 

下校時の迎えも、駐車場でま

で子どもだけ歩くのは危険で

すので、玄関まで迎えに来てい

ただくようお願いします。 

※玄関前までの乗り入れは、  

登下校時ともに控えてい 

ただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険２ 
ここで降りると
歩道への横断歩
道もなく危険で
す。 
 

危険１ 「駐車場に駐車すると」 
・後ろから来る車が多く、混雑や事故のリスクが高まります。 
・他の車がバックで駐車するため、歩道側にいる子どもが見
えづらく危険です。 

聖火リレーの応援  
～海の子ブラスが要請を受けています～ 

登校時の車の乗り入れについて 
 

ここで止まって

降ろしていただ

きたいです。 

車 
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校庭 

 
歩道 

歩道 

校門 校門 

ここで子どもを 
降ろしてください 
※これより先で降ろすと
危険が高まります。 

 

駐車場に駐車して子どもだけ降ろすのは危険だと思われます（図の「危険１」) 

スクールバスが駐車している場所（図の「危険２」）も危険だと思われます 

 歩いている子どもが増

えています。少しでも歩か

せる方が子どものために

なります。送り迎えを減ら

し、歩かせることを広めて

いきたいものです。 

加えて、下校時は 


